
の
'(
汀
､あ
る
｡
本
地
･ガ
の
仙川
鞄
は
帝
に
山朋
鮮
血抄
蛇
の
剛
比
八
-
い
ふ

7
m川

猫
で
屯
-
tJ､
か
け
て
我
国
の
食
柑
問
題
に
駄
係
す
る
大
間
越
で
あ

る

I
,と
和
琴

へ
ろ

峠
t
か
ゝ
る
良
菊
池
の
-;
た
邸
み
粒
迎
し
な
い
で
は
爪

ら
れ
ぬ
｡
本
文
六
T
H

rq
'
幻
償
十
二
'
附
阿

7
.
定
借
三
脚
'
紳
EI

紺
保
町
三
,
塑

血
生
か
ら
貸
出
し
て
ゐ
る
｡
(
F
)

田

-

嗣

!

一～

l
l
-
･～

--111-i

O

東

京

高

師

地

理

導

管
禽

報

-
選

竃

辞
榔
稚
堺
校
地
規
準
細

係
の
放
せ
p
革
袋
出
血
に
衣
桝
出
払
以
て
租
糾
さ
れ
て
ゐ
る
地
弧
拳
骨

は
大
正
十
川
咋
以
衆
祐
年

T
何
食
和
み
猿
行
し
て
分
段
に
配
和
し
て
居

る
｡
井
野
凹
掛
け
本
年
三
月
弊
行
さ
れ
た
｡
北
ハ内
容
は

愈
軸
､
致
甘
の

地
批
拳
に
紺
す
る
肝
墜

令
息
の
塔
的
附
瓜
､
地
槻
塀
鯛
係
給
文
日
録

称
で
あ
る
｡
附
息
棚
か
瓜
る

と

如
何
に二
筋
伽
単
柴
諸
氏
が
地
軸
塀
.1
柵

殺
さ
れ
て
ゐ
る
か
が
綻
ば

れ
､
耽
脚
で
他
出
研
究
が
如
何
な
る
カ
内
在

指
し
.て
蹴
る
か
ヾ
桝
に
さ
れ
る
｡
併
し
本
誌
の
放
火
特
長
具

刑
文
=
錐

tニ
あ
っ
て
,
Jり
節

用
肋
に
は
昭
利

二
郎
論
文
日
経
の
叶
に
節

7
肋
以
氷

杓
減
gtFれ
た
以
前
の
も
の
が
出
だ
し
た
｡
即
ち
火
砿
十
坤
よ
り
火
.rqj
十

二
解
に
売
る
日
蝕
が
め
る
.
此
錯
日
放
は
日
本
及
外
相
の
主
迎
な
地
激

闘
係
邪
誌
に
服
LWJ･J
れ
た
納
文
和
地
班
選
組
諭
､
LH
銀
地
別
邸
､
人
文

地
糾
群
､
地
誌
ハ日
本
は
地
方
別
に
し
て
あ
る
)'
祁
助
蝉
故
郷
の
叫
に

介
つ
て
新
教
p
題
目
'
敢
行
月
､
怨
及
班
数
私
選
げ
て
あ

る
t

T
舷
の

池
川
撰
桝
光
源
に
取
っ
て
は
兆
し
-
便
利
な
も
の
で
あ
る
O
獅
節
凹
珊

抑

琳

に
に
=杖
小ハ附関
数
蛇
管
‥逃
n
H蝕
称
が
み
る
0
本
蕊
は
山神
切払
額
に
は
】何
食
で
仙人

教
で
戯
つ
,
'-
に
さ
れ
た
-
い
ふ
か
ら
文
献
み
或
ん
ず
る
騰
畢
者
に
は

好
榔
食
で
あ
叶C.0

0
地
球
拳
固
岡
山
支
部
近
況

C
第
二
十
三
何
例
骨

九
月
十

7
日
牛
的
九
時
よ
り
脱
文
南
米
畢
校
に

開
骨
太
の
納
拭
あ
り
た
り
｡

1
.柏
大
成
行
淡

閥
中

水
野
千
里
君

2
.北
海
造
人
文
地
班
枇
鎗

隊
商

捕
上
京
術
君

衣
食
教
主
十
二
名
､
別
室
に
幻
員
､
ヱ
･',
か
キ
'
参
考
地
脚
等
数
多
蛾

列
せ
ら
れ
骨
熱
心
に
併
発
せ
り
｡

○
節
二
十
四
国
側
骨

十
月
三
十
日
大
高
八
木
数
枚
の
前
何
の
拭
き
な

ら
日
本
側
故
の
叫
概

大
高

･
<

木

数

枚
･

本
職
諭
す
究
佃
栢
本
筋
に
つ
き
詳
細
詑
明
せ
ら
れ
た
り
｡

○
節
二
十
五
回
例
骨

十

7
月
十
三
日
午
前
九
時
よ
り
陳
立
南
米
に
於

て
悶
骨
炎
の
誹
桝
あ
り
iI
リ
｡

1
-冬

挙
樺
太
妃
粕
舶
晦
の
前

売
郵
船
上
川
丸
舶
長

岸
本
耽
太
郎
潜

2
.史
検
問
題
の
考
察

女
伽

北
的

環
欝

3
.本
年
鑑
文
検
問
出
研
究

各

骨

且

本
日
の
衆
骨
潜
は
主
と
し
て
本
年
度
受
胎
蒋
'
愛
娘
嘩
僻
中
の
者
多
-

二
十
六
名
な
り
与
,O

o
琴

丁十
六
何
例
愈

十
二
月
四
日
午
前
九
時
よ
り
陳
立
府
菜
に
開
骨

宍

屯

六
五



地

銀

第
九
傘

次
の
訴
拭
あ
り
た

り
T'

･上
北
鮮
雄
に
沖

縄
琳
植

陸
鞘
火
佐

平
野
晴
次
郎
君

2▲火正
十
五
年
冬
季
北
隣
'
山
陰
地
方
の
陣
掌
に

就
い
て

巾
.･関
節
女

小
鮒

罪
王
君

ホ
絡
は
り
て
支
給
受
胎
談
に
稚
私
咲
か
し
蛸
食
な
り
鼻
水
食
費
三
十
名

0
飾
二
十
七
何
例
愈

丁
月
二
十
九
E
午
前
九
時
よ
り
例
骨
み
朗
rO
攻

の
跳
駅
あ
り
後
文
槍
受
胎
研
究
み
な
す
水
食
肴
二
十
八
名
u

l
.
昭
和
二
年
度
施
行
地
軸
和
文
槍
受
放
談

天
城
中
韓

国
末

保

叫
粛

戦
後
に
浦
上
幹
事
よ
り
咋
年
鑑
の
骨
計
散
骨
あ
り
た
り
O

O

朝

鮮

昌

城

鍍

山

平
安
北
紋
日
城
銀
山
は
望

警

手

凶
年
俳
図

人
サ
ル
タ
レ
〃
に
輔
却
み
許
可
し
た
所
謂
特
許
銚
山
り

1
つ
で
あ
る
が

明
治

四

十

三
叫

呂
城
郭
大
輪
洞

(
ヌ
ル
ビ
と
呼
ぶ
)
の
企
館
牌
が
発
見

さ
れ
て
以
衆
七
十
鵜
舟
至
官
筒
脚
の
年
産
食
む
続
け
て
ゐ
る
｡
大
正
十

シ
シ
ヂ
ケ
I
,i

二
年
に
至
り
英
樹
人
の
山
資
に
成
る
朝
鮮

命

菜

食

赦

(教
本
(･芸

十
前

噂
)
が
之
み
総
督
す
る
こ
と
1
な
っ
た
｡
昭
和
こ
紳

六
月
三
十
日
に
至
る

前

丁
何
年
に
七
胡
七
千
三
甘
七

十
二
咽
の

銃
石
谷
虚
糾
し
て
十
前
八
千

四
十
七
櫛
の
産
金
布
津

-
端
五
千
三
甘
凹
十
二
礎
の
利
爺
私
邸
げ
il
u

大
輪
洞
に
於
け
る
坑
内
の
珠
卿
は
抑
成
約
で
昨
年
六
月
末
日
に
放
け
る

噸
萩
城
鼎
は

7
噸
に
付
き
八

｡
四
ペ
ニ
ー
ウ
HT

卜
旬
餓
石
二
十
些

二

千
卦
.日
九
十
九
岬
で
あ
る
.

T
昨
年
新

し
さ
柵
錬
場
が
出
水
iI
が
'
帝

北
に
･･{
ろ
収
余
日
柵
泥
の
布

衣
す
る
組
め
不
血
で
あ
っ
た
の
で
浮
渉
逃

併
･1
よ
っ
て
抑
促
か
分
地
し
て
'
別
々
に
虚
班
す
る
こ
と
に
な
っ
た
｡

新

月
城助
川
の
締
許
銀
節
は
S.iL城
部
内
に
肺
-
克
っ
て
蹴
っ
て
､
特
許

第
五
脱

真

如

六
六

期
間
の
隅
期
及
助
辞
租
と
し
て
利
益
の
E
:分
′
7
み
紙
幣
肘
に
納
入
す

る
=
と
の
不
利
茄
な
比
め
と
で
'
企
洗
骨
祉
側
に
撃

船
に
交
渉
し
た

約
兆
三
つ
の
=
本
桃
山
骨
批
各
組
LIJ
る
=
と
に
な
っ
た
｡
英

7
ほ
北
方

の
餓
国
で
あ
る
叩
･:..(
餌
山
や
批
(資
本
允
可
鞘
帆
)
.
英
二

は
大
柄
洞
助

=
骨
机

､賛
本
命
E
TC
鵜
川
)
で
こ
れ
は
大
輪
糾
-
之
に
雨
粒
L
Li
停
職

右
派
21:･:す
る
も
の
､
其
三
代
此
の
外
の
細
部
み
派

齢
す
N･7
-
の
で
朝
食

蝕
=_
骨
批
ハ教
本
余
甘
鵜
川
)で
あ
る
∪
附
し
て
=
の
三
釣
山
骨
比
の
公

称
は
朝
鮮
企
栄
骨
舵
の
保
持

す
る
J
の

で
あ
る
と
い
ふ
=
と
に
な
り
､

二
名
の
地
質
捜
伽

ほ
榔
許
鰐
域
内
に
新
鋭
偏
在
我
先
す
べ
-
訓
黍
中
で

あ
る
｡
此
め
逆
光
は
二
桁
年
牛
後
の
問
に
確
定
さ
る
べ
き
も
の
で
其
の

後
は
通
仰
の
助
囲
と
な
り
特
許
銀
山
で
け
な
-
な
る
の
で
あ
る
｡

0

南

極

大

陸

の
地

髄

構

造

南
癖
大
陸
申
高
い
山
脈
も
作
っ
て

居
る
の
ほ
グ
ラ
'1
4
･
ラ
ン
ド
と
ダ
イ
グ
･i
-
ア
･
ラ
ン
ド
と
で
あ
る

が
'
此
の
二
地

方

は
休
出

及

成
止
み
鵜
に
し
て
居
る
0
グ

ラ

♪
i
ニ
ッ

ソ
ド
の
山
脈
は
耐
蝕
の
ア
ン
デ
ス
p～
も
呼
ば
れ
'
暦

序
及
柵
延
ば
勿
論

火

成
岩
に
於
て
も
陶
米
の
コ

ル
ヂ
レ
ラ
ス
に
冊
倒
し

､
或
る
噸
代
に
は

此
の
閑
地
は
緋
舟
し
て
ゐ
た
の
で
･-

耶
拭
同
株
な
神
仙
地
が
分
離
L
L
l

も
の
で
あ
る
こ
と
は
髭
か
の
な
い
=
と
で
あ
る
｡
此
の
過
去
,1
於
げ
ろ

迎
総
の
跡
は
迎
銃
の
鵡
拘
わ
現
に
紙
ぜ
て
居
る
悔

鰯
が
そ
れ
で
あ
る
こ

と
は
最
ET
鵜
ほ
ろ
べ
-
も
な
い
ノ
即
ち
ト
-
ニ
テ
ィ
ー

:
7
ソ
ド
と
テ

ィ
ニ
ラ
｡
デ
ル
｡
フ
且
エ
trl
と
の

関
に
サ
ウ
ス
･
オ
ー
ク
ネ
-
ス
'
サ

ウ
ス

｡
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
火
山
島
群
'
及
サ
ウ
ス
･
ヂ
オ
〃
ヂ
ア
が

7

大
肝

か
な
し
て
ド
1
･,=
仇
油
映
り
水
分
に
抑
列
し
て
放
る
｡
F
F
の
狐
f付

以
て
山祉
給
し
て
居
る
叫
は
明
か
で
は
み
H=･が
､
サ
ウ
ス
t
ヂ
オ
ル
グ
γ



東
で
け
さ
-
上
し
て
'-も
兆
し
て
｢プ
ア
ル

グ
ラ

ン
ズ
ーb
:

a
.7g
の

]
片
で

あ
っ
て
耐
蝕
火
隙
の
失
ほ
れ
た
部
分
り
裁
物
で
あ

る
か

.Fiiか
は
輝
か
で

な
い
｡

南
柏
の
ア
ン
デ
ス
な
岡
田
Li
的
跡
す
る
と
ア
レ
ス
サ
ン
ダ

ー
｡
ラ
ン

ド
及
チ
PJ
I
言

-

㌻

ノ
ド
で
其
の
蹄
跡
払
光
っ
て
丁
ふ

,
=
り
二

地
方
は
同

叫
の
生
成
に
係
る
こ
と
は
略
輝
か
で
あ
る

甫
抽
火
隣
に
於

け
る
大
問
題
は
=
の
山
脈
が
如
何
に
な
っ
て
了
つ
て
倍
る
か
で
あ
る
∪

耐
蝕
大
隅
の
放
射
S
側
即
ち
ニ
ク
｡
ジ
ー
ラ
ン
ド
伽
に
在
る
ゲ
イ
ク
ト

-ア
｡
ラ
ノ
ド
の
欠
餅
修
よ
り
成
る
山
脈
は
耐
柚
ア
ゾ
デ
ス
と
は
非
の

構
法
及
成
因
に
於
て
如
似
す
る
仰
が
な
い
Ll
多
分
二
曲
石
…状
紀
に
屈
す

る
砂
･:S
の
水
平
暦
一世
拭
い
i1
!
火
地
胞
に
は

火
山
沿
軸
の
際
跡
が
あ
り

且
つ
比
の
地
艶
は
此
の
地
方
の
氷
河
恥
の
非
猫
に
在
る
給
=川
部
射
軌
の

!
火
枇
禅
悦
か
ら
高
擬
し
て
ゐ
る
杖
で
あ
る
U

H
タ
ス
佃
に
於
げ
ろ
ダ
イ
グ
ト
-
ア

G
Fブ
リ

ド
放
逸
の
梢
的札
は
タ

ス

マ
ニ
ア
及
凍
部
オ
ー
ス
ト
ラ
-
ア
に
孤
似

L
t
過
去
に
於
て
タ
ス
マ

ニ

ア
か
ら
何
方
の
太
拝
み
硫
判
っ
て
爾
細
大
随
に
辿
糾
し
て
牌
た
か
-
知

れ
的
と
い
ふ
_=心か
付
き
ほ
問
趣
火
随
と
オ
ー
ス
ト
ラ
-
ア
と
の
問
の
脚

成
起
伏
に
関
す
る
潜
入
の
知
識
か
.h
i
玄
持
さ
れ
る
｡

何
曲
火
侍
と
耐
ア
7
-
カ
と
の
関
係
は
未
だ
祐
し
-
不
明
で
あ
る
0

南
柏
大
陸
の
ア
ブ
･>
カ
象
限
(即
ち
ガ
ウ
ス
貌
似
)
は
陸
地
の
方
で
-
脂

の
カ
で
も
朱
だ
探
検
の
滋
-
行
T
J鵬
い
て
依
ら
ぬ
珊
介
で
あ
る
｡

ゲ
イ
ゲ
ト
-
ア
ユ
ブ
シ
ド
の
地
象
は
岡
抑
ア
ン
デ
ス
の
迎
綿
で
軋
る

-
,
い
ふ
‥
と
し

叫
の
‖
仙
ひ
付
与
で
あ
る
D
z=
リ
ス
輔
S
l耐
ガ
に
あ
る
fiJ

l
F
=_
地
S
ガ
佃
か
･;
ぶ
れ
ば
戎
ほ
･･J
う
か
も
知
れ
ぬ
､
又
ア
シ
デ
ス

S

i

.

の
捌
脚
に
は
火
批脚
似
伯

が
め
る
･
'-
か
ら
瓜
れ
ば
ア
ノ
ア
h.
の
･日
収
は
恥

蒐
ダ
イ
ク
ー
-
ア
･

ラ
ン
ド
の
山
脈
と
北
ハり
件
質
私
典
に

し
て
桝
i･i
い

と
-
見
ら
れ
ろ
｡
節
二
の
瓜
か
付
JT,ほ
何
砕
ア
71
デ
ス
が
EI
ク
ス
脂
の

南
光
にこ
あ
る
キ
ン

グ
芸

ド
ク
ー
ド
｡
ラ
ン
ド
の
甘
い
紳
晶
質
岩
槻
中
に

再
び
硯
は
れ
且
つ
=
れ
ほ

こ
り
｡
汐
-
ラ
ノ
ド
の
神
曲
と
嘗
て
砧
械
し

て
掃
た
と
い
ふ
=
と
で
あ
る
〕
果
し
て
撃

b
ば
ブ
イ
〃
ト
リ
ア
-
フ
ン

ド
及
毛
-
ド
山
地
の
山
脈
は
多

分
向
締
附
近
在
池
つ
て
Tl
-
･･h
･
.フ
/

ド
に
治
し
､
n
-
タ

:
フ
/
ド
hiJ柴
山
し
た
探
検
肴
が
其
の
内
部
に
布

衣
す
る
と
信
じ
て
ゐ
ろ
悦
蝕
た
る
山
脈
が
存
在
す
る
こ
と
1
な
る
｡
直

接
に
は

TI
I
･11
･
.フ
ノ
ド
の
柵
故
に
就

い
て
何
邸
も
則

っ
て

ゐ
な
い
が

ウ
エ
･.U
h
〃
猫
か
ら
招
取
ru
れ
て
'

n
I
タ

･
ラ

ン
ド
か
.･E
出
た
と
E
･3:

ほ
れ
る
｡LlR
片
に
伐
る
と
グ
ラ
ハ
ム
･
.フ
ジ
ド
と
よ
り
も
ダ
イ

グ
ト
-
丁

に
紀
い
関
係
の
あ
る
こ
と
み
偲

ば

せ
る
｡

兎
も
内
軸
紬
火
肝
に
関
す

る
常
人
の
知
識
に
ょ
れ
ば
､
太
平
洋
の
結

地
は
地
向
斜
の

!
系
統
な
作
っ
た
抑
仙
川
脈
の

7
大
損
に
伐
っ
て
級
取

ら
れ
て
ゐ
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と
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ふ
信
念
む
柵
誰
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る
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で
あ
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太
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地
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細
り
放

け
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梅
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猿
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さ
れ
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懸
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あ
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あ
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ジ
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紳
･B.
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､
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北
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何
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火
∬
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州
仏
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あ
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あ
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入
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亨
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光
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収
､
形
は

セ
メ
ン
ト
帝
の
如
し
､
=.,Mi
火
は
地
減
の
桝
の
ド
リ
ネ
で
純
位

相
宵
米
で

あ

る
'
成
代
火
拭
平
坦
と
な
っ
て
ゐ
る
｡
陣
尿
山
頂
上
か
ら
北
田
約
二

粁
の
鹿
に
沢
田
約
三
〇
〇
米
南
光
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〇
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滋
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あ
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仲
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滋
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梅
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が
あ
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あ
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磁
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但
し
全
倣
非
の
小
弊
産
桝
は

ア
ル

廿

ノ

チ

リ
放
牧
鎌
計
局
の
糾

せ

.1
よ

れ
ば

7
九
二
七
年
度
の
金
桝
は
小

妙
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七

､
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〇
五
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五

二
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噸
な
り
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由

等
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領
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ン
ゴ
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糾
公
共
は
阿

州
利
加
の
中
火
淋
辺
の

1=JT
､
北
紬
五
比
和
緯
十
三庇
如
鮫
十

二
乃
望
三
十

t
皮
の
冊
に
倣
し

公
北
枕
地
の
大
部
分
と
井
川
問
の
試i
誠
の

7
部
-
よ
り
成
る
､
両
横

こ

甘
三
十
1ハ
鵜
平
方
朴
､
NE
耳
鵡
本
圃
の
八
十
倍
､

我
脚
の
約
六
倍
に
し

て
､
舶
民
地
の
岡
稗
に
て
は
英
紹
伽
に
つ
LT,'
俳
非
第
糊
に
凱
1
O

自

耳
範
よ
り
公
共
に
赴
-
に
は
加
部
に
ゆ
-
と
き
は
サ
ウ
ザ

ン
プ
ト
ン
'

チ
ー
プ
タ
ン
線
に
ょ
る
か
､
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ザ
ノ
ブ
ト
ン
.

マ
ル
セ
イ
ユ
'

ペ
イ

ラ

女
は
ダ

ル
エ
ス
サ
ラ
ム
拙
に
よ
り
､

四
部

が
1
7,
に
赴
-
に
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櫛
よ
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九
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り
先
制
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あ
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介

つ
'革

7
.
公
北
盆
地
､
北
三
庇
よ
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で
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代

7
大
魚
地
'1
し
て
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甘
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払
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の
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に
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は
水
虫
の
現
わ杓
な
る
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マ
ダ
ン
に
つ
ぐ
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排
も
ー
仲
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に
忠
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あ
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肘
ソ
肘
､
ス
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レ
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中
河
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シ
カ
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脈
私
通

池
す
る
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懲
り
約
四
甘
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の
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あ
り
､
枯
比
地
政
肘
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こ
の
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に
蛾
氾
な

つ

け
'
申
怖
申
水
的
架
油
系
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払
た
つ
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二
･
カ
タ
ン
が
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イ
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方
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均
恥
枕
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千
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速

に
し
て
英
倒
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デ
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ゴ
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辿
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鼠
候
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皮
の
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め
讃
し
く
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均
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な

り
､
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中
縦
桁
梓
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試
供
に
赦
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付
人
の
:出
光
に
泊
し
､
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下
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柁
胸
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し
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､
水
力
磁
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も
め
り
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な
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つ
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あ
り
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光
ガ
湖
水
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方
F
米
の
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に
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古
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脈
あ
り
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均
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千
五
甘
米
乃
警
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千
米
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ゲ

エ
ソ
ブ
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具

斗
好

み
七
の
ぎ
て
五

三

〇
米
み
沸
す
.
湖
水
は
概
ね

亭

米
以
上
の
摘
出

に
あ
り
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ベ
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ル
湖

エ
ド
ダ
ー
ド
湖
キ
ゲ
湖
タ
ン
か
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カ
糊
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ロ
湖
等
私
立
な
る
細
水
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L
t
タ
ン
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糊
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耐
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紅
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ハ
甘
凹

十
粁
放
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な
り
0
銘
供
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熱
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よ
り
姓
坪
に
及
び
'
物
産
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湖
水
に
は
封
=3
:英
伽
と
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と
み
'
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目
多
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石
溌

及
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力
に
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む
牧
に
貯
水
は
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な
り
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九
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の
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に
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甘
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な
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四
人
の
騎
虎
に
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熱投
に
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力
な
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土
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葦
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級
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功
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狩
猟

に
役
如
し

放
堺
は
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什
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め
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茄
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瀕
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懲
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狭
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蒔
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サ
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熊
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榊
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･
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あ
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托
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る
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な
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れ
肘
れ
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コ
ソ
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の
囲
敬
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憐
及
物
産
の
雌
蝶
上
､
奥
地
が
去
づ
捉
瓜
せ

る
に
ょ
リ
.
カ
タ
ン
か
地

力
よ
り
の
交
油
紙
が
尤
も
蕊
恕
軌
す
べ
き
こ

と
凝
恥
入
れ
す
､
故
に
ナ
イ
ル
上
流
の
舟
行
の
･E
出
'
英
餌
タ
ン
か
ニ

セ
践
淀
の
紙
粉
油
弛
み
椛
促
せ

る
外
に
更
に
叔
虻
白
粥
椎
的
に

よ

り
肝

炎
地
殻
さ
る
べ
き

L
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:･to
I

B
hn
g
u
elh
継
の
鋭
5,I)
に
舶
L
組
比
符
説

の
組
み
と
れ
り
P
7%.'し

こ
の
紐
す

る

Bihe
地
方
は
カ
タ
ゾ
か
吊
責
と

同

2
の
地
質
わ
布
し
肺
炎
同
地
桝
孜

の暁
に
は
コ
ン
ゴ
-

奥

地
エ
リ
収

知
の
大
田
揮
発
.q
鯨
と
し
て
の
ど
へ
は
'
カ
タ
ン
か
の
迎
申
せ
左
折
す

べ
L
と
考

へ
ら
る
｡
日
本
人
-
J
Jの
分
相
に
脱

な
つ
け
る
必
要
か
あ
る

と
凪
ほ
れ
る
｡
離
れ
か
ア
フ
リ
カ
笹
柿
餅
す
る
-
1
の
ほ
ゐ
な
い
か
ハF
)
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萄

東

栄

近
頃
は
文
部
の
鵜
内
層
な
ど
で
｢
サ
,
､､､｣
だ
と
川心
ふ
て

食
て
ゐ
る
と
､
そ
れ
が
死
肉
で
め
る
と
い
ふ
話
が
あ
り
､
現
に
海
月
侶

快
方
河
か
ら
数
宵
世
の
元

が
輸
入
ruれ
て
7'=i
郷
で
附
射
さ
れ
る
J,
い
ふ

か
ら
､
祁
米
兎
肉
の
耐
火
は
僚
柵
遊
ん
で
ゐ
る
ら
し
い
が
､
明
に
統
計

.

に
上
つ
て
は
水
な
い
('
し
か
し
此
鹿
で
は
こ
の
苑
内
'
鬼
電
'
殉
皮
9

解
要
は
虻
舛
束
破
ら
し
-
焚
達
し
た
と
卑

乙
岬
年
三
月
ロ
ス
ア
ン
LLル

ス
郡

コ
ン
プ
ト
ン
肘

で
開

い
た
兎
品
評
骨

で
二
千
五
官
四
も
川
晶

さ

れ

L

i糊
-
桝

に
ェ
為

と
カ
h
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

で
は
和
親
二
前
世
の
料
班
に

過
で
る
校
に
仕
上
ら
れ
た
鬼
が
抑
揚
に
佃
で
'
肉
の
鉱
床
光
が
年
に
約

宵
満
州
と
い
ふ
か
ら
､
rP
々
ど
う
し
て
京
都
あ
た
り
の
比
で
は
な

い
ら

し
い
｡
倫
故
や
=J
駅
で
-
布
目
何
千
封
皮
と
い
ふ
兎
の
邪
鮮
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え

解
五
軟

岩

三

七
二

て
ゆ
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で
の
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鬼
は

F
八
九
八
年
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耳
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が
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れ

て
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ら
の
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､
地
利
は
愛
玩
用
に
止
ま
つ
た
が
火
職
以
後
食
用
と

し
て
の
僧
附

が認
め
ら
れ
焚
捌
rJ

れ
一
段
と
逝
辞

し
た
の
で
'
食
川
に

は
比
後
八
迎
関
か
ら
十
池
川
日
の
も
の
み
駄
殺
し
て
､
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月
頃
か
ら
五

月
切
ま
で
甜
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多
い
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に
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毛
皮
と
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の
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せ
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こ
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ー
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さ
れ
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る
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ク
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､
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シ
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1
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に
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7
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校
洲

か
ら
ほ
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生
兎
が
千
前
非
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ら
･J
輸
入
qtEれ
て
ゐ
る

没
洲
の
次
に
内

耳
武
の
輸
出
も
多
く

1
九
二
五
年
に
は
二
C
)､
五
四
三
､
六
二
五
本

払
出
し
仰
絡

四
甘
祇
非
に
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っ
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今
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樹
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各
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輸
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私
見
る
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九
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五
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7
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日
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三
四
､
二
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五

新
田
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八
ー

三五
T
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八
五
七

兆

仙

f
r
六
八
七
三

九
八

合
計

二

二
'
二

六
､
三
四
四

即
日
本
か
ら
で
-
六
十
三
端
本
三
十
三
瑞
兆
を
輸
出
し
た
の
で
あ
る
､

拭
開
巻
鬼
の
塊
捌
か
や
る
必
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め
る
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あ
ら
う
D
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さ
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希
帆
花
数
に
雌
触
さ
れ
て
ゐ
た
が
､
火
職
の
た
め
労
地
政
肺
に
な
っ
て

軸
残
数
各
棟
樗
し

げ
敬

打
に
濃
カ
払
I加

(
た
.
や
が
て
-
ト
リ
ニ
ア
が

掬
立
し
た
後
も

179
如
琉
敦
の
帆
が
柑
内
払
凪
蝉
し
た
の
で
'
状
況
不

利
と
見
た
間
閥
の
新
教
法
は
移
住
私
企
て
･̂
一
九
二
二
咋
八
月
二
十
銘

の
硯
寮
長
か
伯
脚
に
造
っ
た
'

そ

=
で
=

の
観
察
且
は
サ
リム
,
･>
ロ

州
に
与
,y
リ
オ
ド
八
ク
ツ
エ
河
の
右

.t
に
約
二
千
ア
〃
ケ
ー
ル

ス
の

土

地
み
肪
大
し
て
､
同
咋
十
一
甘

地
敬
隙
四
十
家
族
が
純
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